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“

歯
学
部
入
学
を
希
望
す
る
高
校

生
を
対
象
と
し
た

『
２
０
０
３
年

度
朝
日
大
学
歯
学
部
簿
験
入
学
』

が
開
催
さ
れ
た
。

お
盆
明
け
の
８
月
１８
日
①
、
あ

い
に
く
の
天
気
で
は
あ

っ
た
が
、

Ｌ
早
・愛
知
二
一一重
の
東
海
三
県

は
も
と
よ
り
、
大
阪

・
兵
庫

・
和

歌
山
と

い
っ
た
関
西
地
区
、
束
京

覧

や
香
川
、
岡
山
と
い
っ
た
遠
方
か

ら
も
本
学
歯
学
部
を
知
り
た
い
と

い
う
高
校
生
と
そ
の
保
護
者
併
せ

て
２
３
８
名
が

（高
校
生
１
２
９

名
、
保
護
者
１
０
９
名
）
歯
学
部

魯
験
入
学
に
参
加
し
た
。

午
前
中
は
本
学
６
サ
館
２
階
の

大
講
義
室
に
お
い
て
、
学
長
、
山

学
部
長
の
あ
い
さ
つ
か
ら
始
ま
り

ｒ
矮
口
辱
雛
壱撃

:・

●嗚
鍵

B｀`嗚とと洒
,lil

,

ど
,

ガ
・一一ｉ
奪“が

ｈｔ

ｔ
，
〒

　

　

と
Ｂ

強

Ｉ

　

．篭

‥
子
装

ｒ
か
帯
‥

|

ザ

子どもサイズの診療台がかわいらしい小児歯科

団

教
務
委
員
長
に
よ

る
古
学
教
育
の
説

明
、
入
誤
木玄
貝
長

に
よ
る
入
試
概
要

の
説
明
が
行
わ
れ

た
。
年
前
中
の
メ

イ
ン
で
あ
る
ミ
ニ

体
験
講
義
で
は
、

明
坂
年
隆
教
授
に

よ
る

「顕
微
鏡
で

見
る
歯
の
ミ
ク
ロ

世
界
」
、
平
田
健

一

教
授
に
よ
る

「虫

歯
を
探
し
て
削

っ

て
み
ま
し
ょ
う
」

「

映
し
出
さ
れ
る
資
料
に
見
入
っ
て

い
た
。

在
学
生
と
の
昼
食
を
は
さ
み
、

午
後
か
ら
は
学
内
見
学
と
体
験
実

習
が
行
わ
れ
た
。

学
内
見
学
で
は
、
図
書
館
、
解

刊
実
習
室
、
附
属
病
院

（Ｃ
Ｔ
室
、

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
、
小
児
歯
科
）
を

見
学
し
た
。
図
書
館
で
は
蔵
書
の

多
さ
と
と
も
に
、
試
験
期
間
等
に

利
用
す
る
個
室
が
あ
る
こ
と
に
感

心
。
解
剖
実
習
室
で
は
た
く
さ
ん

うまく削れたかな?ダ ミー人形で虫歯治療

の
人
体
標
本
を
じ
っ
く
り
と
眺
め

担
当
教
員
に
質
問
す
る
姿
も
見
ら

れ
た
。
附
属
病
院

で

は
Ｃ
Ｔ
室
で
レ
ン
ト

ゲ
ン
写
真
や
各
種
機

と
オ
継
　

・

器
を
見
学
し
、
イ
ン
　
　
　
　
一

プ
ラ
ン
ト
治
療
の
説

明
を
受
け
、
小
児
歯

科
で
は
子
ど
も
に
合

わ
せ
た
小
さ
な
診
療

台
や
歯
磨
き
指
導
の

洗
面
各
塁
す
の
施
設
を

見
学
し
た
。

参
加
者
が
最
も
楽

し
み
に
し
て
い
た
体

験
実
習
で
は
、
顕
微

鋭
実
習
と
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
実

習
を
体
験
し
た
。
本
学
自
慢
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
実
習
室
で
は
、

人
体
に
よ
り
近
い
ダ
ミ
ー
人
形
を

前
に
し
て
虫
歯
を
想
定
し
て
歯
を

削

っ
た
。
機
器
を
持
つ
手
が
ふ
る

え
て
し
ま
う
参
加
者
や
、
歯
科
医

師
で
あ
る
保
護
者
か
ら
指
導
を
受

け
る
高
校
生
も
い
た
。
担
当
教
員

か
ら

「上
手
だ
ね
。
も
う
歯
科
医

師
に
な
れ
る
よ
。」
な
ど
と
褒
め
ら

れ
笑
顔
を
見
せ
る
姿
も
あ
り
、
体

験
授
業
で
参
加
者
が
最
も
目
を
輝

か
せ
た
瞬
間
で
あ
っ
た
。

体
験
入
学

一一

一
・　

一

・

・
一

一

一

一
　

・・
一

一
一
一

一一
・
一．・一
．

・

一・

〓
　

・

使いこまれた専門図書を手に取る高校生

おもな内容

「なりたい」自分を探す一日…・2

日本一という栄光…… 4

オールデンタル準優勝… 6

笑いが響く公開講座… 6

閲

囮

鵬

団

〇

一
体
こ
の
街
は
・

ど
う
な

っ
て
し
ま
．

っ
た

の
だ

ろ
う
。

か
。

２。
年
前
、
初
．

め
て

一
人
で
歩

ｒ

・
た
時
、
東
京
の
歌
舞
伎
町
と
何
”

．
も
変
ら
な
い
と
思
っ
た
。
雑
踏
．

も
、
街
の
灯
り
も
、
バ
ー
や
ス
・

ナ
ッ
ク
の
値
段
さ
え
も
。
今
や
、
・

一
柳
ナ
瀬
は
ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
で
一

・
あ
る
Ｇ
人
の
流
れ
が
な
い
。
客
・

．
待
ち
の
タ
ク
シ
ー
が
並
ん
で
い
．

・
る
だ
け
。
近
鉄
が
倒
れ
、
長
崎
”

・
犀
も
店
を
た
た
ん
だ
。
柳
ヶ
瀬
”

に
く
り
出
し
た
人
々
の
寝
ぐ
ら

・

で
あ
っ
た
長
良
川
ホ
テ
ル
も
今
・

は
な
い
。
こ
の
街
は
か
つ
て
繊

・
維
の
街
で
あ

っ
た
。
こ
の
街
は
・

”
鵜
飼
で
全
国
の
観
光
客
を
集
め
．

一
た
。
糸

へ
ん
産
業
は
長
期
不
況
、
一

”
鵜
飼
も
集
客
力
が
激
減
し
て
い
・

．
る
９
か
つ
て
こ
の
街
は
信
長
の
．

全
国
制
朝
の
た
め
の
拠
点
だ
っ
・

た
。
か
つ
て
こ
の
地
で
徳
川
二
・

一
百
七
十
年
の
足
掛
り
を
作
っ
た
一

・
天
下
分
け
目
の
関
ヶ
原
の
合
戦
・

ぃ
が
行
わ
れ
た
。
す
べ
て
か
つ
て
．

・
…
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
今
後
こ
・

・
の
街
は
こ
う
い
う
街
に
な
る
と
．

一
い
う
青
写
真
が
見
え
な
い
。　
ｉ

・
人
為
政
者
の
責
任
と
す
る
こ
と
・

．
な
く
県
民
全
員
が
考
え
る
こ
と
．

・
だ
ろ
う
＠　
　
　
　
　
　
　
　
・

はなみずき
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法
学
部
、
経
営
学
部
を
希
望
す

る
高
校
生
、
保
護
者
を
対
象
に
、

２
０
０
３
空
度
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
が
７
月
３．
日
〔
、
８
月
２２

日
③
、
９
月
１３
日
０
の
３
回
、
本

学
で
開
催
さ
れ
た
。

今
年
度
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

は

″「な
り
た
い
」
あ
な
た
に

「た

り
な
い
」
も
の
、
探
し
に
き
ま
せ

ん
か
！
″
。
キ
ャ
ン

パ
ス
見
学
や
、
ゼ

ミ
終
験
を
通
し
て

本
学
を
広
く
知

っ

て
も
ら

い
、
今
後

の
進
路

の
ヒ
ン
ト

を

つ
か
ん
で
も
ら

お

つヽ
と

い
つヽ
も
の

初
回
の
７
月
３．

日
、
梅
雨
が
明
け

真
夏
本
呑
の
本
学

体験韓

線

繁

確

力
　
差
オ
山
瑯
ル
滞
叫

忠
　
さ
れ
た
あ
と
、
さ

や
　

ま っ
熊
ネ
到
封
球
停

瞭
　
験
に
突
入
し
た
。

朝
　
　
県
内
唯

一
の
法

学
部
で
は
、
本
学

自
慢
の
模
擬
法
廷

で
大
塚
錆
子
教
授

の
指
導
に
よ
り
模

擬
裁
判
が
行
わ
れ

本
学
学
生
が
裁
判

官
や
被
告
人
等
に

扮
し
て
槙
擬
裁
判

を
執
績
し
た
。
参

―

爾

加
者
は
傍
聴
人
と
し
て
裁

判
を
聴
講
し
、
法
廷
教
室

の
施
設
に
驚
く
と
と
も
に
、

学
生
が
本
番
さ
な
が
ら
に

演
じ
る
姿
に
感
心
し
て
い

た

。経
営
学
部
で
は
３
講
義

が
開
講
さ
れ
た
。
経
営
学

科
か
ら
は
、
渡
辺
伊
津
子
　
　
ヶ，
・

講
師
に
よ
る

「組
織
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
。
会

子
ｔ
ｔ
ｉ
ｔ

話
、
文
書
、
き

偏
、
ジ
ェ

，

ス
チ
ャ
ー
等
様
々
な
方
法

‥

で

「問
題
解
決
」
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
、
コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
を
　
を
，，４，

実
感
し
た
。

情
報
管
理
学
科
か
ら
は
、　

……
…

鈴
木
治
教
授
に
よ
る

「
コ

ン
ピ

ュ
ー
タ
の
誕
生
か
ら

と
題
し
た
講
義
が
行
わ
れ

た
。
世
界
最
初
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
か
ら
、
世
界
最
高

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま
で
」
　

．―
…
…

，
　
を
，

の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ま
で
映

像
で
紹
介
さ
れ
た
後
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
を

体
験
し
た
。
手
こ
ず
る
参

加
者
に
同
学
科
の
学
生
が
サ
ポ
ー

ト
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
完
成
さ
せ
た
。

今
年
２
年
目
を
迎
え
た
ビ
ジ
ネ

ス
企
画
学
科
で
は
、
田
村
明
教
授

に
よ
る

「
ヒ
ッ
ト
商
品
の
ヒ
ミ
ツ

～
ヒ
ッ
ト
商
品
誕
生
の
現
場
を
大

公
開
～
」
。
気
が
つ
く
と
み
ん
な
が

知
っ
て
い
る
商
品
、
持

っ
て
い
る

商
品
、
そ
れ
ら
は
ど
う
し
て
そ
う

な
っ
た
の
か
？
消
費
者
が
知
ら
な

い
気
づ
か
な
い
商
品
企
画
の
世
界

を
映
像
を
含
め
て
体
験
し
た
。

立
食
パ
ー
テ
イ
ー
形
式
の
昼
食

を
は
さ
み
、
午
後
か
ら
は
特
別
講

演
が
行
わ
れ
た
。
初
回
は
、
旺
文

社
教
育
セ
ン
タ
ー
長
の
大
塚
憲

一

氏
に
よ
る

「大
学
入
試
に
向
け
て

？
心
停
と
。近
年
の
一碁談
生
の
傾

向
等
を
デ
ー
タ
資
料
を
使

っ
て
説

明
。
今
何
を
す
べ
き
な
の
か
、
こ

れ
か
ら
進
路
決
定
了
で
に
や
る
べ

き
こ
と
は
何
か
を
指
導
い
た
だ
い

た
。
高
校
生
、
保
護
者
と
も
に
資

君
を
く
い
い
る
よ
う
に
見
つ
め
て

い
た
。

参
加
者
か
ら

「朝
劉
大
学

っ
て

こ
う
い
う
大
学
だ
っ
た
ん
だ
。」
そ

ん
な
感
想
が
聞
こ
え
る
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
で
あ
つ
た
。

ゝ t

傍聴人として模擬裁判を体験する参加者
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法
学
部
、
経
営
学
部
の
３
年
生

を
対
象
と

し
た

「第
１
回
就
職
ガ

イ
ダ
ン
ス
」
が
、
７
月
２
日
い
午

後
３
時
よ
り
、
本
学
６
号
館
大
講

義
室
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
。
年

暴
標
崚
を
間
近
に
せ
え
た
７

月
１６
日
⑪
、
年
後
４
時
半
か
ら
本

々
就
職
活
動
の
時
期
が
早
ま
る
中

本
学
で
も
学
生
の
就
職
意
識
を
高

め
、
卒
業
後
、
希
望
す
る
職
業
に

就
け
る
よ
う
に
就
職
関
連
行
事
を

実
施
し
て
い
る
。

会
場
に
は
、
約
１
６
０
名
の
学

生
が
集
ま
り
、
全
体
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
、
就
職
活

動
の
手
順
や
近
年
の
就
職
状
況
、

次
空
度
の
予
測
等
を
資
料
と
照
ら

器
薬
物
対
策
室
長
）
を
お
招
き
し
、

『犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め

に
―
夏
休
み
を
控
え
て
―
』
と
題

し
た
講
演
を
行

っ
た
。
和
田
整
一晟

が
実
際
に
遭
遇
し
た
犯
罪
や
、
岐

阜
県
内
で
起
こ
っ
た
事
件
等
、
実

例
と
現
場
の
ス
ラ
イ
ド
を
一零
え
て

講
話
い
た
だ
い
た
。

当
日
は
、
全
学
部
か
ら
約
４
０

０
名
の
学
生
、
教
職
員
が
参
加
し
、

身
近
怪
０
む
危
険
に
つ
い
て
考
え

さ
せ
ら
れ
た

一
日
で
あ

つ
た
。

安全な夏期休暇
を過ごすために

学
６
号
館
大
講

義
室
に
て

『２

０
０
３
年
度
学

生
都
学
生
補
導

講
演
会
』
が
行

わ
れ
た
。

本
講
演
会
は
、

本
学
学
生
が
薬

物
、
銃
器
、
ス

ト
ー
カ
ー
、
Ｄ

Ｖ
等
各
種
の
犯

罪
に
巻
き
込
ま

れ
な
い
た
め
に

注
意
を
喚
起
さ

せ
る
と
と
も
に
、

犯
罪
行
為
及
び

し
合
わ
せ

な
が
ら
聴

講
し
た
。

は
じ
め
は
、

「ま
だ
３

年
生
前
期

だ
か
ら
」

と
い
っ
た

様
子
の
学

生
も
、
近

年
の
就
職

状
況
等
を

聞
く
う
ち

に
表
情
が

宣
剣
に
な

っ
て
お
り
、

自
分
の
将

犯
罪
に
よ
る
被
害
に
関
す
る
予
備

知
識
を
与

え
ｅ

と

に
よ
り
、
各

自
の
自
己
防
衛
意
識
を
高
め
、
夏

期
休
暇
だ
け
で
は
な
く
今
後
の
学

生
生
活
を
よ
り
安

全
な
も
の
に
さ
せ

る
た
め
の
指
導
で

あ
る
。

Ｌ
早
県
警
暴

本

部
生
活
保
安
課
の

協
力
を
得
て
、
和

国
好
即
整
親

（銃

岐阜県警 和国警視による講話

身辺にひそむ犯罪について考え、防犯意識を高めた

就職活動を機に自分をみつめ直す

来
を
現
実
の
も
の
に
す
る
時
期
が
　
来
て
い
る
こ
と
を
感
じ
て
い
た
。

本
字
歯
学
部
附
属
村
上
記
念
病

院
は
、
１
９
７
３
年
４
月
、
Ｌ
早

市
若
宮
町
の
村
上
外
科
病
院
が
本

学
の
前
身
で
あ
る
岐
阜
歯
科
大
学

に
寄
贈
さ
れ
、
附
厘
拒
匠
と
し
て

発
足
し
て
か
ら
満
３。
年
が
経
過
し

た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、
「
２．
世
紀

を
健
康
の
世
紀
に
」
と
銘
打
ち
、

７
月
１９
日
県
民
文
化
ホ
ー
ル
未
来

仝
〔
館
に
お
い
て
市
民
公
開
講
座
が

開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
に
た

た
ら
れ
た
が
、
会
場
の
長
良
川

ホ
ー
ル

（定
員
３
６
０
名
）
は
ほ

ぼ
満
席
の
状
態
で
あ

っ
た
。

井
田
和
笹
極
脱
長
、
一長
吸
信
夫

学
長
ら
の
挨
拶
の
後
、
最
初
に
奥

田
順

互
整

，

電
壮
拝
内
科
診
療

部
長
）
の
司
会
に
よ
り
、
山
本
剛

史
教
授

（外
科
診
療
番
長
）
を
始

め
、
村
上
記
念
病
院
職
員
の
４
人

の
医
師
に
よ
る

「が
ん
の
予
防
と

早
期
発
見
」
に
つ
い
て
ス
ラ
イ
ド

を
用
い
て
の
基
調
説
明
が
あ
っ
た
（

山
本
教
授
か
ら
、
が
ん
の
予
防

策
に
つ
い
て
、
生
活
の
心
構
え
と

し
て
の

一
般
的
注
意
事
項
と
し
て
、

「禁
煙
住
、
「間
食
を
し
な
い
こ
と
」

「十
分
な
睡
眠
」
、
「
バ
ラ
ン
ス
の

よ
い
食
事
」
、
冠

度
の
運
働

な

ど
至
極
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
た
が
、
こ
れ
が
簡
単
そ
う

で
な
か
な
か
実
行
で
き
な
い
。
特

に
聴
衆
の
大
半
を
占
め
る
中
高
年

層
に
は
、
食
事
、
運
動
が
難
し
い
〔

わ
か
っ
ち
ゃ
い
る
け
ど
の
最
た
る

も
の
で
あ
ろ
孔ヽ

続
い
て
、
加
藤

隆
弘
医
師
か
ら

冒
目
が
ん
」
、
橋
倉

博
樹
医
師
か
ら

「肺
が
ん
」
、
樫
木

良
ゑ
医
師
か
ら

「乳
が
ん
」
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
か

ら
予
防
策
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
京
都
府
立
医
科
大
学

第

一
内
科
の
吉
川
敏

一
教
授
に
よ

る
活
性
酸
素
対
策
に
つ
い
て
の
講

演
、

１５
分
の
休
憩
を
は
さ
み
、
日

本
大
学
内
科
学
講
座
内
科
３
部
門

の
荒
川
泰
行
教
授
に
よ
る
肝
硬
変

と
肝
が
ん
に
つ
い
て
の
講
演
と
続

き
、

・６
時
３。
分
講
座
は
終
了
、
大

友
克
之
副
加
院
長
の
開
会
の
挨
拶

で
す
べ
て
の
日
程
を
滞
り
な
く
終

え
た
。

今
回
は
、
一記
念
公
開
護
狂
と
し

て
開
催
さ
れ
た
が
、
村
上
記
念
病

院
が
不
断
に
続
け
て
い
る
「が
ん
」

に
対
す
る
啓
蒙
活
動
な
ど
、
市
民

の
健
康
増
進

へ
の
支
援
活
動
は
今

後
も
地
域
住
民
の
間
に
盪
透
し
て

行
く
こ
と
だ
ろ
う
。

缶
と

亭

摩

〓

Ｂ

Ｌ
と
Ｊ

開演挨拶をする井田病院長
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体育会フェンシング音[

皿

創
部
２
年
目
に
し
て
日
本

一
。

体
育
会
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
は
、
６

月
２９
日
①
大
山
崎
町
体
育
館

（京

都
府
）
に
て
開
催
さ
れ
た
２
０
０

３
生
皮
日
本
学
生
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

王
座
決
定
戦
に
出
場
し
、
女
子

サ
ー
ブ
ル
団
体
部
門
で
初
優
勝
を

飾

っ
た
。

日
本
学
生
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
王
座

決
定
戦
は
、
今
年
で
５３
回
目
の
伝

統
あ
る
大
会
。
春
の
関
東
、
関
西

等
の
１
部
リ
ー
グ
優
勝
等
上
位
校

が
種
目
別
で
日
本

一
を
決
め
る
大

会
で
あ
り
、
秋
の
全
日
本
学
生
フ

ェ
イ
ン
トン
グ
響
チ
坐
《
ムと
と
も

に
、
学
生
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
の

長
島
峰
で
あ
る
。

日
本

一
に
輝
い
た
の
は
、
ジ
ュ

ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
代
表
選

手
の
中
山
セ
イ
ラ
さ
ん

（情
報
管

理
２
年
）、
後
藤
裕
希
さ
ん

（同
）、

荻
野
た
り
か
さ
ん
（同
）、
中
山
成

代
さ
ん
（経
営
２
年
）
の
４
名
。

立
命
締雫
学
、
墓
昼
塗
次
昔
大

学
、
日
本
体
育
大
学
を
３
戦
全
勝

で
王
座
リ
ー
グ
を
制
し
た
。

７
月
２３
日
い
に
は
、
日
本
学
生

フ
エ
ン
シ
ン
グ
王
座
決
定
優
勝
祝

離 |=.―
艶

´尊

学長・冨1学長に喜びの優勝報告。
後列左から中山セイラさん、萩野えりかさん、中山成代さん、後藤裕希さん。

勝
会
が
本
学

１０
周
年
記
念

館
花
水
木
に

お
い
て
催
さ

れ
、
４
饗
手
、

本

学

フ

ェ

ン

シ
ン
グ
部
指

導
陣
３
名
が

壇
上
に
整
列

し
、
選
手
紹

介
の
あ
と
、

会
場
か
ら
祝

福
の
拍
手
が

お
く
ら
れ
た
。

来
賓
祝
辞

で
は
、
岐
工早

県
教
育
委
員

会
ス
ポ
ー
ツ

訟
長
の
岩
田

重
信
氏
よ
り

「日
本

一
と
い
う
結

果
に
は
本
人
の
み
な
ら
ず
、
指
導

者
、
家
庭
、
大
学
、
地
域
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
が
あ

つ
た
か
ら
こ
そ
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
朝
日
大
学
は

高
校
、
社
会
人
等
の
各
階
層
と
の

連
携
を
と
ら
れ
て
お
り
非
常
に
あ

り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。
朝
日

大
学
が
崚
早
県
に
あ
る
こ
と
を
誇

り
に
思
い
ま
す
。」
と
の
お
言
葉
を

い
た
だ
い
た
。

多
く
の
方
々
か
ら
祝
福
を
受
け
、

出
席
者
か
ら
同
部
へ
の
今
後
の
期

待
も
感
じ
ら
れ
、
終
始
笑
顔
の
絶 日本一の選手、日本一の指導者優勝 トロフィーと賞状

昇|

田
囲
団

隅

蜀
瑯

クラブ名 大  会  名   国   時 成 債

バ レー ボ ー ル 部

岐 卓 県 リ グ 6//1 ]部  優 勝

中 部 日 本 総 合 選 手 権 岐 阜 県 予 選 会 6ノ/8 攀 優勝

東 海 大 学 男 女 バ レー ボ ー ル 選 手 権 大 会 6//14 15 ベス ト8

フ ェ ツ シ ン グ 部 第35回 東京都ジユニア男子 女子フルーレ選手権大会 6´/28 ベ ス ト8 斉藤   有 (経営 1年 )

柔   遵   部

第 29回 岐 阜 県 学 生 柔 道 個 人 選 手 穫 大 会

兼
三 岐 学 生 柔 道 大 会 予 選 会

8′//22
優 勝 田渕 ひ とみ (1青報 管理 1年 )

藤 川千 江 美 (情報 管理 3年 )

豊 岡 香 莱 (情報 管理 2年 )

奉 優 勝
3 位

第 39回 岐 阜 県 柔 道 体 重 別 選 手 権 大 会

兼

国 民 体 育 大 会 選 考 会

6//29

52k蔀及    優   月券
70kg級    優   勝

楽 優勝
70kgた目4及  杷∃  B碁

奉 l憂勝

黒田 優子 (法 1年 )

田泳uひ とみ
藤川千江美
豊岡 否莱

手塚 奈月脩報管理1年 )

父」   進主   言[ 第 47回 岐 串 県 剣 道 選 手 権 大 会 7//6 3段の 部 準 優勝  澤本 将 仲 (法 2年 )

自 転 車 競 技 部

第 44回全 日本学生選手権 自転車競技大会 7//26‐ 27 タンデムスプリント8イ立
益子裕介 (経営 1年 )

牧田洋不日(情報管理1年 )

第39回 西 日本大学対抗選手権自転草競技大会 3//10
タンデムスプリント3位 益 子裕 介

牧 田洋和

個人種目(ケイリン)8位  益 子 裕 介

え
な
い
祝
勝
会
と
な
っ
た
。

現
在
、
頂
点
を
極
め
た
４
選
手

は
す
で
に
次
の
試
合
を
念
頭
に
練

習
に
励
ん
で
い
る
。
今
後
の
活
躍

と
、
彼
女
た
ち
に
続
く
選
手
の
誕

生
が
楽
し
み
で
あ
る
。

2003年 8月 現在体育会強化種目活動状況
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体
育
会
硬
武
庭
球
部

ザ

静

t

′′′

4
,

上 ″″″

「

″持優勝・準優勝を独占 1

わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
シ
ン
グ
ル

ス
で
は
小
島
忠
さ
ん
（経
営
１
年
）

が
優
勝
、
後
藤
祐
亮
さ
ん

（情
報

管
理
１
年
）
が
準
優
勝
、
ダ
ブ
ル

ス
で
は
村
上
賢
輔
さ
ん

（経
営
１

年
）
井
川
賢
太
さ
ん

（同
）
組
が

優
勝
、
小
鳥
さ
ん
、
後
藤
さ
ん
組

が
準
優
勝
で
あ

っ
た
。

シ
ン
グ
ル
ス
（１
０
３
ド
ロ
ー
）

ダ
ブ
ル
ス

（５。
ド
ロ
ー
）
い
ず
れ

も
朝
日
大
学
勢
の
対
戦
と
な
り
、

小
鳥
さ
ん
は
２
冠
を
逃
し
た
も
の

の
１
年
生
な
が
ら
安
定
し
た
力
を

発
揮
し
た
。
ま
た
、
シ
ン
グ
ル
ス

で
は
ベ
ス
ト
８
に
６
名
が
入
真

ベ
ス
ト
４
に
は
な
島
さ
ん
、
後
藤

さ
ん
、
村
上
さ
ん
、
岡
勇
輝
さ
ん

（歯
１
年
）
が
名
を
連
ね
、
本
学

中
心
の
大
会
で
あ
っ
た
こ
と
が
う

か
が
え
る
。

上

本
学
体
育
会
ホ
ッ
ケ
ー
部
が
、

創
部
１
年
３
ヵ
月
で
関
西
学
生

リ
ー
グ
ー
部
へ
昇
格
し
た
。

６
月
２．
日
①
、
栂
野
ホ
ッ
ケ
ー

場

全
爪
都
府
）
に
お
い
て
行
わ
れ

た
リ
ー
グ
入
替
戦
に
お
い
て
、
甲

高
大
学
を
７
対
１
で
圧
倒
し
、
１

部
昇
格
を
果
た
し
た
。

昨
年
４
月
、
４
部
リ
ー
グ
で
始

ま
っ
た
同
部
は
、
昨
年
春
季
４
部

完
全
優
勝
↓
３
部
昇
格
、
昨
年
秋

季
３
部
完
全
優
緋
↓
２
部
昇
格
、

本
年
春
季
２
部
完
全
優
勝
↓
１
部

昇
格
と
、
こ
の
間
負
け
な
し
で
勝

利
の
道
を
ひ
た
走
っ
て
き
た
。
こ

の
ス
ピ
ー
ド
昇
格
は
関
西
学
生
ホ

ッ
ケ
ー
リ
ー
グ
界
の
歴
史
に
も
残

る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
６
月
２９
日
働
に
開
催
さ

れ
た
第
２２
回
全
日
本
大
学
ホ
ッ

ケ
ー
東
西
対
抗
戦
に
お
い
て
、
西

日
本
Ｂ
代
表
＞⊂
し
て
出
場
し
、
東

日
本
Ｂ
代
表
を
２
対
１
で
破
り
優

勝
し
た
。
さ
ら
に
、
７
月
５
～
６

日
に
開
催
さ
れ
た
第
２９
回
東
海
学

生
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
で
は
、

日
本
福
祉
大
学
を
１２
対
０
、
中
京

大
学
を
１
対
０
で
破
り
優
勝
し
た
ハ

８
月
２。
日
い
に
は
、
長
居
球
技

場
で
開
催
さ
れ
た
西
日
本
学
生
ホ

ッ
ケ
ー
選
手
権
に
お
い
て
摂
南
大

学
を
２
対
０
で
被
り
堂
々
の
第
３

位
と
な
っ
た
。

ス
タ
ー
ト
時
は
、
１
年
生
Ｈ
名

で

え
】選
手
ゼ
ロ
、
都
員
全
員
が
全

試
合
出
場
と
い
う
状
態
で
あ

っ
た
。

今
年
は
メ
ン
バ
ー
も
２。
名
と
な
り
、

全
日
本
学
生
選
手
権

（１１
月
開
催

／
天
理
市
）
に
向
け
練
習
に
励
ん

で
い
る
。

上

/覧
ギ上

′′

イ メ

時
静

'メ

Ⅲ

t

ち I

堵

′/

B

”

ン

ギ
″

粋
イ

体
百
会
ホ
ツ
ケ
ー
部

ラグビー部

ざ
計̈
ヽ
中ヾ

ヽ
｀

■
ヽ
｀

←

ざ

ヾ

ヽ
Ｌ
早
県
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
協
会
主
催

の
ギ

フ
セ
ブ

ン
ス

（７
人
制
ラ
グ
ビ
ー
）
が
、
７
月

・２
日
～
１３
日
の
２
日
間
、
吉
城
郡

古
川
町
平
成
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ

れ
た
。

大
学
生
社
会
人
チ
ー
ム
な
ど
９

チ
ー
ム
が
出
場
す
る
中
、
本
学
ラ

グ
ビ
ー
部
は
、
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

リ
ー
グ
、
数
河
高
原
リ
ー
グ
と
も

に
優
勝
し
た
。
昨
年
の
同
大
会
に

引
き
続
き
２
連
覇
と
な
っ
た
。

本
学
は
、
７
月
１９
日
～
２。
日
に

岐
阜
メ
モ
リ
ア
ル
セ
ン
タ
ー
　
で

愛
ド
ー
ム
に
て
開
催
さ
れ
た
、
女

子
テ
ニ
ス
国
別
対
抗
戦
フ
ェ
ド
カ

ッ
プ
２
０
０
３
ワ
ー
ル
ド
グ
ル
ー

プ
プ
レ
ー
オ
フ
日
本
対
ス
ウ
エ
ー

デ
ン
戦
の
大
会
運
営
を
サ
ポ
ー
ト

し
た
。

毎
年
、
大
都
市
で
開
催
さ
れ
る

同
大
会
が
、
今
回
は
崚
早
県
で
の

地
方
開
催
が
実
現
し
た
。
本
学
が

日
々
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
関
係

者
の
一鷺

竹

答

え
る
た
め
、
依
吾

会
及
び
学
友
会
の
硬
茎
廷
球
都
貝

が
会
場
設
営
、
観
空
藍
尋
、
ボ
ー

ル
パ
ー
ソ
ン
の
ス
タ

ッ
フ
と
し
て
、

附
属
村
上
記
念
病
院
が
負
傷
者
支

け
入
れ
医
療
機
関
と
し
て
、
硬
式

庭
球
部
の
大
森
俊
和
監
督

（歯
学

部
補
綾
学
謹
坐

が
役
員
と
し
て

大
会
運
営
に
参
画
し
た
。

当
日
は
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
順
調

に
試
合
が
進
め
ら
れ
た
。

ヽ

ヽ
い

・∫
ヽ゛

露
】
ド
カ
ツ
プ
を
サ
ボ
艤
♭

=←
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え
鶏

３
部
門
、
夏
期
２２
部
門
の

全
務
部
門
か
ら
繰
り
広
げ
ら
れ
る

第
３５
回
全
日
本
歯
科
学
生
総
合
体

育
大
会
が
終
了
し
、
本
学
歯
学
部

は
総
合
成
績
で
準
優
勝
を
修
め
た
。

同
大
会
は
通
称
オ
ー
ル
デ
ン
タ

ル
と
呼
ば
れ
、
国
公
私
立
大
学
歯

学
部

上
四
科
大
学
２９
校
の
学
生
が

参
加
す
る
総
合
体
育
大
会
で
あ
り
、

歯
科
学
生
門
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ

の
奨
励

・
発
展
お
よ
び
相
互
の
交

流

・
親
睦
を
は
か
り
、
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
て
人
間
形
成
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

笑いがあ迅

講公
大
会
運
営
は
、
全
国
の
歯
学
部

を
７
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
ブ

ロ
ツ
ク
ご
と
の
持
ち
回
り
で
事
務

主
管
校
が
決
ま
り
連
盟
事
務
の
統

括
を
行

孔

今
年
度
は
第
６
ブ
ロ

ッ
ク
で
あ
る
本
学
が
事
務
主
管
校

と
な
り
、
選
手
と
し
て
だ
け
で
は

な
く
大
会
運
営
の
面
で
も
活
躍
を

見
せ
た
。

総
合
成
績

優
　
勝
　
日
本
大
学
松
戸
歯
学
部

準
優
勝
一　
朝
日
大
学
歯
学
部

第
３
位
　
九
州
歯
科
大
学

第
１７
回
朝
日
香
貢
蛮
開
護
狂
が

８
月
１６
日
①

・
２３
日
①
の
２
回
に

わ
た
り
、
瑞
穂
市
総
合
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル

（サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ホ
ー

ル
）
に
て
開
催
さ
れ
た
。

今
回
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は

「笑

い
と
健
康
」。
１６
日
に
は
長
坂
信
夫

学
長
に
よ
る

「笑
い
の
医
学
」
、
本

学
歯
学
部
非
常
勤
講
師
で
あ
る
吉

田
洛
千
氏
に
よ
る
「笑
い
Ｌ
を
凪

の
講
演
が
行
わ
れ
、

２３
日
に
は
落

語
家
の
笑
福
亭
小
松
氏
に
よ
る

「笑
い
の
効
用
」
の
講
演
が
行
わ

れ
た
。

長
坂
学
長
は
、
，笑
い
は
自
律
神

経
糸
に
関
係
し
て
お
り
、
人
間
の

健
康
に
不
可
欠
な
も
の
で
す
。
健

康
に
よ
い
笑
い
は
自
然
に
で
る
笑

い
で
、
腹
が
痛
い
ほ
ど
の
大
笑
い

や
、
一俣
が
出
る
と
い
っ
た
笑
い
が

最
も
効
果
的
で
す
。」
と
医
学
的
に

笑
い
を
検
証
。
歯
登
医
療
に
従
事

さ
れ
て
い
る
吉
田
氏
は
、
「趣
味
の

落
語
や
腹
話
術
の
蟹
各
の
懐
に
飛

び
込
む
芸
人
の
心
が
、
患
者
さ
ん

と
の
人
間
関
係
を
潤
滑
に
し
て
い

ま
す
。」
と
ご
自
身
の
体
験
か
ら
お

話
し
さ
れ
た
。

笑
福
亭
小
松
氏
は
、
５
年
生
存

率
わ
ず
か
１５
％
と
い
う
進
行
性
胃

ガ
ン
を
克
服
さ
れ
た
。
病
中
に
は

一
念
発
起
し
日
本
藝
島
徒
歩
維
断

を
１
３
０
日
間
で
成
し
遂
げ
、
そ

の
間
日
本
各
地
で

「が
ん
克
服
落

王
災
至

を
行

っ
た
。
ま
た
、
英
語

落
諦
に
も
挑
戦
さ
れ
て
お
り
、
身

外
は
病
ん
だ
け
れ
ど
、
心
は
健
康

で
あ
る
こ
と
を
お
話
し
さ
れ
た
。

今
回
の
公
開
講
座
で
は
事
前
申

し
込
み
が
定
貝
を
は
る
か
に
上
回

る
状
況
で
あ
っ
た
。
講
演
者
の
多

方
面
か
ら
の

「笑
い
」
を
約
１
０

０
０
人
が
聴
講
し
、
会
場
は
幾
度

も
大
き
な
笑
い
に
包
ま
れ
て
い
た

本学部門別入賞成績

部 門 名 ‖贋 位

冬   期

ラグビー フットボール 2位

アメリカンフットボール 4位

ス キ 4位

夏   期

硬 式 野 球 6位

準 硬 式 野 球 5位

硬 式 庭 球 5位

ゴ )レ フ 3位

ノく レ ボ )レ 4位

バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 1位

卓 球 1位

ボ ウ リ ン グ 1位

陸 上 競 技 2位

第
４８
回
ほ
づ
み
汽
車
ま
つ
り
が

８
月
２
～
３
日
の
２
日
間
に
瑞
穂

市
役
所
等
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、

本
学
の
学
生
が
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
で

参
加
し
た
。

同
祭
り
は
、
Ｊ
Ｒ
東
海
道
線
の

開
通
に
伴
い
、
明
治
３９
年
８
月
に

日本口唇Ｈ鍮鰯鰯麓瑯麟嬢翻ぱ贈ら
れ
る

日
本
国
唇
国
蓋
裂
協
会
か
ら
本

学
歯
学
部
口
腔
病
態
医
療
学
講
座

の
笠
井
唯
克
助
手
、
田
中
四
郎
助

手
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

お
二
人
は
平
成
１４
年
１１
月
２２
日

か
ら
１２
月
２
日
ま
で
の
期
間
、
医

療
診
療
隊
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
べ

ト
ナ
ム
に
出
か
け
、
先
天
的
な
口

の
病
気
を
持
つ
同
国
の
子
ど
も
達

今
喧
壕
等
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動

を
行

っ
た
。
感
謝
状
は
、
こ
れ
ら

の
活
動
か
ら
、
医
療
援
助
に
お
い

て
多
大
な
る
貢
献
を
し
た
と
し
て

評
価
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

地元の子どもたちと楽しくふれあった

穂
積
駅
が
開
駅
し
た
こ
と
を
記
念

し
行
わ
れ
て
い
る
。
今
年
は
瑞
穂

市
誕
生
一記
念
の
年
で
も
あ
り
、
例

年
以
上
に
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

本
学
学
生
は
、
学
生
部
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
早
朝
か
ら
深
妻
に

わ
た
る
準
備

・
後
か
た
づ
け
の
他
、

「わ
な
げ
」
「
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
」

「水
ヨ
ー
ヨ
ー
」
の
ゲ
ー
ム
店
の

運
営
、
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
な

ど
の
行
事
の
運
営
に
携
わ
っ
た
。

学
生
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
サ
ポ
ー
ト

の
も
と
、
た
く
さ
ん
の
地
元
児
童

が
２
日
間
の
祭
り
を
楽
し
ん
だ
。


